
       
       
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2022 年(No.256) 

 

月 

 

令和４年１月 14 日（金） 15 時～16 時 

金沢区役所５階１号会議室 （初めて申請する団体は参加必須） 

申請締切：令和４年１月 31 日（月） 

金沢区市民活動サポート補助金ご案内 

問合せ 区民活動支援担当 （６階 601） 

 ☎０４５－７８８－７８０６ 

詳細は HP 金沢区サポート補助金で検索 

事前説明会 

～みなさんの活動を応援します！～ 

青少年の育成 

夏休みこどもキャンプ 

体験教室   等 

環境保全 

緑地の育成 

 自然環境調査 等 

文化芸術活動 

コンサート  展覧会 

朗読会  等 

子育て支援 

こどもの遊び場 

おはなし会  等 

生涯学習講座  

地域の歴史講座 

クラフト講座 等 

国際交流 

多文化共生講座  

講演会 等 

 

☆街の先生 189 名 

☆登録団体 187 件 

令和３年 12 月１日現在 

金沢区では、地域の活性化や豊かなコミュニティづくりなどを 

目指す「区民の自主的な活動」を支援するため、金沢区市民活

動サポート補助金を交付しています。 

5 人以上で構成されている団体が対象となります。 

補助対象となる活動 

“ゆめかもん”は 2022 年も皆さんの

活動を応援します!! 

スタッフにお気軽にお声かけください。 

今年もよろしくお願いします。 



講  座  報  告  
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

太鼓フェスティバル @金沢公会堂 

～ふみくらの仲間たち「青葉楓の会」～ 

 
 11 月 20 日（土）金沢公会堂

で、ふみくらの仲間たち「青葉

楓の会」主催の「太鼓フェスティ

バル」が行われました。 

 

 

報 告 

「ウィンドアンサンブル ドルチェ♪」 

ハンドベルの 
 

「サニーベルズ」 
も幕間で参加！ 

見にきて身になる ミニ体験講座 ～どんな講座だったのかな？～ その①  

 

報 告 

キャリアコンサルタント金沢区会 

●自分らしい生き方を見つける講座 

           参加された方は、ワークシ
ートカードを使って大切に 
している価値観を知り、 
自分らしく生きるための 
秘訣を見つけました。 

 
 

「街の先生」三宅 和子さん 

●初めての鉛筆デッサン 

               鉛筆デッサンの基礎から 
               学び、先生のアドバイス 
               を受けながら熱心に描い

ていました。 

「街の先生」城戸 知恵甫さん 

●嵯峨御流いけばな体験 

           日常に花、心に華のある
世界！というコンセプト
で花をクリスマスツリー
にみたてた 素敵な作品
ができあがりました。 

                
              

「街の先生」原田 謹家さん 

●自己表現を文筆活動してみよう 

              文筆活動をするにあたり 
              まずは経験したことを書き、 

表現を豊かにしていくこと 
が大切と自分の経験をも 
とに話されました。 

                

報 告 

３団体の音楽コラボが実現！ゲストミュージシャンの出演もあり、コラボな

らではの工夫がちりばめられた素晴らしいコンサートでした！ 

 

「横浜ブラスマイスター」 
「ブラストファンクラブ」 

民謡の「阿部 きみえ」（金沢区「街の先生」）さんも参加 
      

ミャンマーとギニアのアー

ティストと日本の和太鼓

の仲間が集い、賑やかな

ひとときを演 

出してくれま 

した。 

 

第３回 吹奏楽の日 

11月 21日（日）＠金沢公会堂 

報 告 
登録団体・「街の先生」活動紹介パネル展 

 

 
２期にわたり、22 の登

録団体・３人の「街の先

生」による活動紹介パネ

ル展を開催しました。 

出演者同士の交流が生ま

れ、互いのパネルを見て

刺激を受け、年々パネル

の完成度が向上されてい

ます。来場者直接説明し

にアピールするなど、出展

者の工夫も見られました。 

 

11 月 28 日（日）～12 月 11 日（土）実施 
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No.121 

このコーナーでは、登録団体・「街の先生」の

活動を紹介しています。 

今回は、「登録団体」子ども大学よこはまと「街

の先生」阿部きみえさんの活動を紹介します。 

 民謡歌手として「街の先生」に登録して

いる阿部きみえさんは、カラオケ講座の

指導者、時には編集者と多方面で活躍

されています。 

民謡との出会いは、お父様の民謡の

お稽古に一緒について行くうちに自然と

興味を持つようになり、本格的に習い始

めたそうです。小学６年生より４代目「ビ

クター少年民謡会」の一員として歌手を

開始しその後、民謡歌手として活動をし

ながら、８年前に金沢区民謡協会を立ち

上げ、イベントの出演や福祉施設等など

地元の活動を積極的に行うなど、民謡

の普及に力を注がれています。 

 習得している民謡は、全部で 200曲

程度あり、中でもお気に入りの唄は、

宮城県の民謡『秋の山唄』。宮城の

景色を唄ったもので、両親が宮城県

出身ということもあり、情景を浮かべ

ながら唄うのは格別とのこと。「三味

線の伴奏で唄うのも大好きですが、

尺八一本の伴奏に合わせて唄うこと

が特に好き。また尺八一本で唄うの

は歌い手のセンスが出るので一番難

しい」と語ってくれました。 

金沢区「街の先生」 

阿部 きみえさん 
 （民 謡） 

 

「民謡は聴いていて心地がいいし、

旋律が好き。曲を覚えるのに時間がか

かるけれど唄い込むほど、曲の深み

が増すことが、民謡の楽しさ、魅力」だ

そうです。 

昔お世話になった方が唄を聴いてく

ださった際に「今の唄の方が奥深く、味

があってとてもいい」とほめていただい

たことが本当に嬉しく、続けてきてよか

ったと感じているそうです。 

 

ステージで唄う阿部きみえさん 

民謡を唄い続けるコツは？ 

 プロとして活動している阿部さんで

すが、一度だけ、声が出なくなり唄う

のをやめようと思った時があったそう

です。医者から「喉を休めなさい」と

言われ、適度に喉を休めることで今

まで元気に唄い続けていられるとの

ことでした。 

デビュー当時
のレコード 

 

●子ども達の「学びたい」を後押しします 

「子ども大学」は、一般市民、大学教

授、教育関係者、産業人などから成る地

域のボランティアが結集して創り上げる

市民立大学です。対象は、小学校高学

年です。 

「なぜ勉強をするのか？」そんな思いを

もつ子どもたちに、自ら「学ぶ」意味を理

解してほしいという気持ちから始まった活

動です。 

  

 

 

 講
義
第
４
回 

「
落
語
の
世
界
～
想
像
力 

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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ョ
ン
」 

講
師
・

立

川

た
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か
わ 

晴は
れ

の

輔す
け

氏 

講座にお邪魔しました     
11 月 13 日（土）＠横浜市立大学 カメリアホール 

  

 ●「イノベーション」をサポート 

 自然災害や IT の進歩などによって起

こる、想定外の出来事に対応するため

に必要なのが「イノベーション」（新しい

ことを見つけること）です。そのために

大切になる「共感」（思いやり、ディープ

ラーニング）「遊ぶ」「楽観主義」（くじけ

ない）をサポートするような講座を実施

しています。 

特定非営利活動法人 

「
【
聞
く
】
と【
聞
こ
え
る
】
の

違
い
が
分
か
り
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
た
く
さ
ん
の

手
が
上
が
り
、「
集
中
す
る
こ

と
」
と「
自
然
に
入
っ
て
く
る

こ
と
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。 

導
入
か
ら
、
晴
の
輔
さ
ん
の

話
術
に
引
き
込
ま
れ
、
古
典

落
語
と
新
作
落
語
を
三
席
。

場
内
が
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力

と
想
像
力
を
引
き
出
す
素

晴
ら
し
い
お
手
本
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
発
見
と
驚
き
が
詰
ま
っ

た
構
座
で
し
た
。 

子どもの学びの 

「楽しい」を応援！ 



           
  

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

区民ギャラリー 展示ケース 

※予定は変更になる可能性があります。 

詳細はお問い合わせください。 

“ ゆ め か も ん ” か ら の お 知 ら せ 

1 月 23 日（日）～29 日（土） 

「みんなで作ろう！みんなの公園」 

      金沢区公園ボランティアの会 

 

 

「ヨコハマ市民まち普請事業」で立ち上がった「もりのお茶

の間」は 令和３年 11 月 10 日、５周年を迎えました。 

それに先立って、11 月 5 日の秋晴れの下、ご支援戴いてい

る皆様をお招きしての「感謝祭」を開催いたしました。 

当日は金沢区長様はじめ沢山のご来賓の皆様にお祝い

して頂き、スタッフ一同、ご厚情に改めて感謝の一日でした。

コロナ禍が心配の中、ささやかでしたが、テイクアウト限定の

模擬店やバザーなど、地域の皆様にも喜んでいただけたと

思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「もりのお茶の間」５周年！ 

情報共有・課題解決の場として連絡会を 

開いています。８サロンでリレー式にコラムをお届け 

します。今回は「もりのお茶の間」をご紹介します。 

「食にお困りの方へ」のフードパントリーも関東学院大学や

横浜市大、子育て支援・とことこ等との連携の中、18 回と回を

重ねています。コロナ禍がなかったら、生まれなかったかもし

れないふれあいです。大事に育てていきたいと思っています。 

令和４年は「もりのお茶の間」にも新しい風が吹くと思いま

す。「地域のみんなの居場所」としてのコンセプトをさらに深め

ていくために、地域の皆様と一緒に考えていきたいと思ってい

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

１月４日（火）～31 日（月） 

  鎌倉彫 

金沢区「街の先生」 荒井 敦子氏     

 

１月の休館日 
１日（土・祝）～３日（月） 

10 日（月・祝） 

永井区長様からも ご祝辞を

いただきました！ 

※つながりステーション参加サロン 

さくら茶屋にししば・ジュピのえんがわ・もりのお茶の間・リトルハウス 

Welcafe・釜利谷ふれあいカフェ・みんなの居場所 結・ほっこり 

＊この情報紙は金沢区内の地区センター、コミュニティハウス、ケアプラザ、図書館、金沢郵便局等に置いてあります。 

＊バックナンバーは HP からご覧いただけます。⇒ かな・インフォメーション 検索 

 

発行：金沢区民活動センター“ゆめかもん”  〒236-0021  金沢区泥亀２-９-１ 金沢区役所２階 

  TEL：788-7803  FAX：789-2147   Ｅｍａｉｌ： kz-kumincenter@city.yokohama.jp    開館時間：８時 45 分～17 時 

１月 16 日（日）～22 日（土） 

写団 “夢” 写真展 

写団 “夢” 

もりのお茶の間          
金沢区六浦東 1 丁目２-８ 
☎ 045-701-4860 
 
 
 
  
 

1 月 30 日（日）～２月５日（土） 

金沢区放課後キッズクラブ作品展 

       横浜市金沢区 
       放課後キッズクラブ連絡会 

 

 

１月 11 日（火）～15 日（土） 

新年にはばたく 

金沢区「街の先生」 荘 シルビア氏 

区役所にお越しの際は、 

お気軽にお立ち寄りください。 
 

模擬店はソーシャルディスタンス

を守って…盛況でした！ 

フードパントリー

はいつも和やか

なふれあいの時

間です！ 

最新情報はツイッター ホームページで 

もりのお茶の間 検索 

http://www4.hp-ez.com/hp/mutuhi 

mailto:kz-kumincenter@city.yokohama.jp

